
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も、環境局産業廃棄物対策課より保護者への周知依頼がありました。夏休みも近づき、これから

海水浴やマリンレジャーなど子どもたちが海辺へ出かける機会が多くなる時期となります。 

本市海岸では、昨年１２月から今年４月までの間に、１９６個のポリタンクの漂着が確認され、ポリタ

ンクの中には強酸性の液体が入っていたものも確認されています。 

また、平成２８年２月には北九州市で初めて信号弾の漂着が確認されました。信号弾は、不用意に取

り扱うと爆発の恐れがあり、他県では誤って操作したことによる重傷事故が報告されています。子ども

たち、保護者のみなさまをケガや事故から守るため、海岸で不審な漂着ゴミを発見した場合には、決し

て手を触れずに、北九州市環境局産業廃棄物対策課（電話：５８２－２１７７）まで連絡してください。 

生徒のみなさんは自分で判断しないで保護者の方や大人に連絡してください。とても危険です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、敬愛小学校 龍 達也校長先生をお迎えして進路講演会を開催しました。（７月５日）

講演の内容は「未来を変えるための３つの方法」です。龍先生は昨年度もおっしゃっていましたが、

尾倉中の生徒の「聴く態度」が素晴らしいということです。「聞く」ではなく「聴く」姿勢が素晴らし

いのです。冨田先生の話にもあったように、「目」「耳」「心」で「聴く」ことができたことでしょう。 

「未来を変えるための３つの方法」は「①変化に対応できる力～思考を変える～」「②チャレン

ジ・継続することの大切さ」「③感謝の気持ち」です。以下、龍先生の講演のキーワードを書きます。 

〇やろうとするのか、やろうとしないのか 〇未来は変わる 〇激変する未来で求められるスキルと

は？ 〇コップの水を見て、「まだ半分もある」「半分しかない」 〇結果を変えるためには・・・考え

方➡行動➡結果 考え方を変えることは、成功への第一歩 〇今、起こっているできごとに、意味を

与えるのはあなたです！ 〇間違いは宝物！ 〇君の外には、無限の世界が広がっている 〇自分で

限界を決めない その限界は幻だ！ 〇困難とは、今難しいだけ 〇御陰様、有難う 〇続けることで

未来は変わる 〇自分が見ている世界がすべてではない 

 

 

 

 

 

 

 

★龍 達也校長先生プロフィール 
〇 学校法人鎮西敬愛学園 敬愛中学・高等学校 理事長室長 敬愛小学校 校長 
〇 １９７３年福岡県生まれ。福岡教育大学卒業後、北九州市の学校法人 鎮西敬愛学園 敬愛中学校高等学校
にて広報担当、ならびに社会科の教諭として勤務しました。２０１５年４月より、同学園 理事長室長・敬愛小学
校 副校長に就任。２０２２年より敬愛小学校 校長に就任。１１年前より同学園 CSR活動の教育講演会講師と
して多くの公立小中学校・学習塾、保護者・教職員の研修会等で講演し、約７万人の児童生徒・保護者・教職
員対象に講演を行っています。スクリーンとパソコンを駆使した講演は、「夢を掴むために大切なことをわかり
やすく伝えてくれた」「（お母様方が）子育てに役立てたい」と、２０２２年も多数の講演会が開催予定です。 

 

 

 

７１年前の今日、１９５１（昭和２６）年７月２日、日本が国連教育科学文化機関（ユネスコ）に加

盟しました。UNESCO は日本が戦後最初に加盟した国連機関で、日本は１９５１年７月２日に６０

番目の加盟国となりました。 

当時は、サンフランシスコ講和条約締結前であり、日本はまだアメリカの占領下であったに もか

かわらず、国連機関である UNESCO への加盟が認められた背景には、１９４７年に仙台をはじめ、

日本各地で生まれた草の根の民間ユネスコ協力会が大きな役割を果たしました。 

第 2次世界大戦後、平和を希求し、国際社会への復帰を目指した官民一体のこの運動は、日本

全体を巻き込む大きなうねりとなり、その熱い思いが占領下にあった日本を後押ししました。 

〇ユネスコスクールとは？ 

 ユネスコスクールは、ユネスコ憲章に示されたユネスコの理念を実現するため、平和や国際的な

連携を実践する学校です。文部科学省及び日本ユネスコ国内委員会では、ユネスコスクールを

ESD の推進拠点として位置付けています。現在、世界１８０か国以上の国・地域で１１，０００校以

上のユネスコスクールがあります。日本国内の加盟校数は、「国連持続可能な開発のための教育

の１０年（DESD）」が始まった平成１７年から飛躍的に増加しており、令和元年１１月時点で１，１

２０校となり、１か国当たりの加盟校数としては、世界最大となっています。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 

自主 
創造 
協力 

海岸に漂着した廃棄物に関する注意について 

注射器・薬びん 信号弾 漂着したポリタンク 

進路講演会がありました！（２年生・３年生対象） 

７月２日はユネスコ加盟記念日です！ 


